
再生資源化システム導入から１６年
～「Joy and Fun for All おもしろおかしくをあらゆる生命へ」の実現をめざして～

２０２５

冬

社員と企業の「革新と成長」を通じ、人と社会と地球環境に貢献します。

株式会社 ＧＳユアサ

ＧＳユアサの活躍フィールド

Vision 2035

ＧＳユアサは、企業理念に基づき、常に未来を動かす原動力とな
る最先端技術に挑戦し、 革新的な製品を生み出し続けることで、
持続可能な社会の実現に向けてさまざまな社会課題の解決に貢献
しています。

GS YUASAは、 4つの『Re』をキーワードにエネルギー技術の革新
をすすめ、モビリティと社会インフラの成長による社会課題解決
に貢献し、持続可能な社会と人々の快適な生活環境を実現します。

ＧＳユアサは、京都に本社をおくバッテリーの
メーカーです。
今回は、当センターのコーディネータ―の橋本
さんに、出身のＧＳユアサの３Ｒの取組みを紹
介をしていただきます。
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３Ｒを通じ、環境負荷の低減に取り組んでいます。

使用済みバッテリーのふた・電槽・液口栓は、樹脂原料として再資源化し、鉛は再精錬（溶解・
還元のうえ、不純物を除去）して純度を高めて再利用しています。また、梱包材や取扱説明書には
再生紙を使用し、さらにリサイクルしやすいように水性インクを用いた印刷方式を採用しています。

製品で

排水処理に伴い発生する汚泥を、脱水装置(ベルトプレス機)と脱水汚泥乾燥機で減量しています｡
なお乾燥機は､太陽光発電で稼働する装置を自作し、環境負荷を低減しています｡

工場で

不要となった機密文書を、自社内で溶融処理してからリサイクル業者に提供しています。これ
により機密書類の廃棄量と情報漏洩リスクを低減しています。古紙の溶解には水だけを使用し
使用後の水は循環利用しています。なお、この内の仕分け作業工程を通じ障がい者雇用を促進
しています。

事務所で

■ 不要となった機密文書の自社処理工程の概要
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